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1．はじめに
遺跡の発掘調査により出土する木質遺物は、長

期間にわたり湿潤な埋蔵環境に置かれていたため、
出土後の急激な乾燥環境に曝されることで、収縮
や変形などの著しい劣化を生じる。そのため、適
切な保存処理を施し、安定した環境下での保管・
管理が不可欠である。

木質遺物の保存処理は、遺物内部の水分を処理
薬剤に置換することで、乾燥時の収縮や変形を抑
制し、形状の安定化を図ることを基本原理とする。
使用する処理薬剤は、水溶性薬剤と非水溶性薬剤
に大別され、水溶性薬剤を用いる方法には、ポリ
エチレングリコール含浸処理法（以下、PEG法）、
真空凍結乾燥法（以下、FD法）、トレハロース含
浸処理法（以下、トレハロース法）などがあり、
非水溶性薬剤を用いる方法には、高級アルコール
法やアルコール・キシレン樹脂法などがある。な
かでもPEG法は最も代表的な保存処理法として世
界的に普及しており、半世紀以上にわたり木質遺
物を安定的に保存してきた歴史と実績を有する。

一方、保存処理後（以下、処理後）の遺物には、
外観上は安定しているようにみえる場合であって
も、内部においては亀裂や歪み等の変形、処理薬
剤の偏在、経年変化に起因する劣化が進行してい
る可能性がある。また、内部構造の変化や処理薬
剤の分布・残留状況が遺物の安定性にどのような
影響を及ぼすかについては、いまだ十分に解明さ
れているとは言い難い。そのため、処理後の状態
を客観的かつ継続的に評価する手法の確立は、保
存科学分野における重要な課題の一つである。

このような課題に対し、遺物内部を非破壊で可
視化できるX線透過撮影およびX線CTは有効な調
査手法であり、保存処理過程や処理後の状態評価
において重要な役割を果たしてきた。たとえば、
伊藤幸司はX線透過撮影を用いて木材内部の薬剤
分布を可視化し、その量や濃度が変形抑止効果や
形状安定性に影響し、一定の閾値が存在すること
を明らかにしている（伊藤2020）。さらに、X線
CTによって得られた高吸収域の分布を電子顕微
鏡やデジタルマイクロスコープによる観察結果と
対応付けることで、内部構造の詳細な解釈を行っ

ている（伊藤2014）。今津節生は保存処理の乾燥
工程においてX線CT調査を実施し、薬剤濃度の
差異に起因する水分移動が木材の内外面における
収縮挙動の不均一を引き起こすことを指摘してい
る（今津2011）。また、筆者もこれまでに、含浸
期間や使用薬剤の違いに着目したX線CT調査や、
処理後の経年変化に関する比較検討を行い、遺物
の状態評価における本手法の有効性を示してきた

（小林2013・2014・2025）。
本稿では、代表的な保存処理方法の一つである

FD法により保存処理を行い、処理後約12年が経
過した木質遺物を対象として、X線透過撮影とX
線CTにより状態評価を行う。当該遺物は外観上
顕著な変化は認められないものの、処理後の軽量
化が著しく、内部構造や処理薬剤の分布について
科学的検証が求められる。

これら遺物の一部には、事前のX線CT調査に
より、外観観察では把握できない内部の亀裂や空
隙の存在が確認されており、外観的な安定性と内
部構造の劣化との間に乖離が生じている可能性が
示唆されている。

亀裂には含浸薬剤であるPEGと考えられる高吸
収域を伴うものと、これを伴わないものの二つの
状態を確認した。FD法の処理工程に照らして考
えると、埋蔵環境下あるいは処理前の段階ですで
に存在していた亀裂には、含浸工程において処理
薬剤が浸透し、その後の凍結・乾燥過程を経て当
該部位に薬剤が固化・集積することで高吸収域を
伴う状態になると推定できる。一方、処理工程中
あるいは処理後に新たに生じた亀裂については、
薬剤が含浸されないいため、内部は空隙となり高
吸収域を伴わない状態になると推定できる。

このように、X線CT撮影によって確認される
亀裂の状態差である高吸収域の有無は、亀裂の生
成時期を識別するための有効な指標となり得る可
能性があり、処理過程と内部構造変化との関係を
検討する上で重要な手がかりになると考えられる。

本稿ではX線透過撮影とX線CTの結果に基づき、
内部亀裂の分布状況、状態差による特徴、および
処理薬剤の分布との関係を比較・検証し、亀裂の
発生メカニズムについて検討する。



46 真空凍結乾燥法により保存処理した木質遺物の状態評価

2．資料と保存処理の概要
本稿で対象資料とした木質遺物は、福岡県みや

こ町に所在する延永ヤヨミ園遺跡から出土した。
同遺跡は京都平野に突き出す低丘陵および谷部に
立地し、遺構・遺物の時期は、弥生時代終末～古
墳時代初頭、古墳時代後期、古代、中世に区分さ
れる。弥生時代終末～古墳時代前期および古墳時
代後期には100軒以上の住居跡が密集する大規模
な集落跡を形成しており、当該期における同地域
の拠点集落であったことが窺える。

木質遺物は、遺跡の谷部にあたる包含層および
土坑を中心に1000点以上が良好な保存状態で出土
しており、このうち449点が発掘調査報告書に掲
載されている（2015 城門）。出土した木質遺物の
時期は、概ね古墳時代と古代に分けられる。古墳
時代に属する木質遺物には、鐙や鞍橋などの馬具、
鞘や木鏃などの武具、鋤・鍬・杵といった農具、
糸巻や編錘などの紡織具、盤・槽などの容器、梯
子やねずみ返しといった建築部材、さらに運搬具
として準構造船の竪板などがある。特筆すべき発
見となった木製の導水施設である「木樋」は古墳
時代前期（4世紀後半）と推測されており、全国
でも最古級の遺物である。

古代に属する木質遺物には、木簡、斎串や形代
などの祭祀具、匙や箸などの食膳具、櫛や下駄な
どの服飾具、井戸枠や杭などの建築部材がある。
延永ヤヨミ園遺跡から出土した木質遺物の用途は
多様であり、当該期の生産活動や祭祀などの生活
様相を知るうえで重要な資料群である。

出土した木質遺物のうち、現在までに保存処理
を行ったものは80点である（註1）。保存処理方法
による内訳は、PEG法39点、FD法29点、アルコー
ル・キシレン樹脂法12点となる。本稿では、これ
らの中からFD法で保存処理を行った21点を対象
に、処理後の内部構造や薬剤分布、経年変化の状
況について比較・検討した（表1）。なお、FD法
の処理工程については表2に示す（註2）。

3．調査と評価方法
処理後の木質遺物の状態を効率的かつ多角的に

把握するため、調査はX線透過撮影とX線CT撮影
を併用した。X線透過撮影は、二次元画像により
遺物内部の全体的傾向を迅速に可視化できること
から、X線CT撮影に先立つスクリーニング（一
次調査）として位置づけた。X線透過撮影により
遺物内部に亀裂や歪みなどの変形や劣化の痕跡を

確認した遺物には、X線CT撮影による三次元画
像を用いた詳細解析（二次調査）を行った。以下
に使用機器および撮影条件を示す。
3－1．X線透過撮影

撮影はデジタルX線撮影装置を用い、検出器に
はイメージングプレートを使用した。撮影条件は、
管電圧70～90 kV、管電流3.0 μA、撮影時間60秒
を基本とし、遺物の大きさや厚みなどの状態に応
じて適宜調整した。

撮影では、遺物の平面像および断面像の2方向
を基本とし、形状が複雑な資料や内部構造の把握
が困難と予想される場合には、必要に応じて複数
方向から追加撮影を行った。これにより、二次元
画像上で内部構造の全体的傾向を迅速に把握する
ことを目的とした。

撮影により得た透過画像は、①亀裂や歪みなど
の内部構造の変形、②局所的な高吸収域（高密度
部）および低吸収域（低密度部）の存在、③濃淡
分布の均質性・不均質性を指標として内部状態を
評価した。処理後の木質遺物では、内部の亀裂や
空隙、処理薬剤の分布などが透過画像の濃淡差と
して現れるため、これらの特徴を総合的に検討し
た。
3－2．X線CT撮影

撮 影 は 文 化 財 用X線CT装 置（Y.CT KYU4 
Precision S・Comet Yxlon）を使用した（註3）。X
線源はミニフォーカス型で、最大225 kV、1600 W、
焦点寸法127 μmである。検出器にはフラットパ
ネルディテクター（242×193 mm）を採用し、高
視野かつ高ダイナミックレンジのデータを短時間
で取得することが可能である。撮影条件は、管電
圧80～130 kV、管電流50～200 μA、フォーカス
設定 middle（2.5）、スライス数1024を基本とし、
遺物の状態に応じて最適条件を設定した。

取得した投影データは、Y.CT KYU4 Precision 
Sのプログラムにより再構成し、再構成データは
解析ソフト（VGStudio MAX 2.2）を用いて三次
元可視化および断層画像解析を行った。

撮影により得たCT画像は、①亀裂や歪みなど
構造的変形の三次元分布、②局所的な高吸収域（高
密度部）および低吸収域（低密度部）の位置関係、
③欠損や空隙、処理薬剤による濃淡分布を指標と
して内部状態を評価した。また、外観観察および
X線透過撮影では確認できなかった微細な変形の
有無についても精査し、必要に応じて特定部位の
拡大解析を行った。
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4．結果
4－1．外観形状

処理前後および処理後の長期経過後における木
質遺物の外観形状の変化を検討するため、目視観
察による比較を行った。観察は、①処理前（2014
年5月）と処理後（2015年3月）の比較、②処理後

（2015年3月）と現況（2026年2月）の比較により
実施した（註4）。

まず、処理前と処理後の外観形状を比較した。
観察により形状変化が確認された遺物はNo.19（ね
ずみ返し・33.4×23.6×6.5 cm・クスノキ科）の1
点である。No.19は平面形状に顕著な変化は認め
られないものの、側面の観察において両端部に軽
微な反りが生じている。ただし、その変化は局所
的であり、全体の形状に影響を及ぼす程度のもの
ではない。一方、その他の遺物については、目視
で認識可能な亀裂、反り、収縮等の変形は認めら
れず、保存処理に起因すると判断できる外観形状
の顕著な変化はみられない。

次に、処理後（2015年3月）と現況（2026年2月）
の外観形状を比較し、処理後約11年間の経年変化
について検討した。対象遺物は、処理後から現在
までの大半の期間を温湿度管理下（18～20℃・50
～55％RH）の収蔵庫において保管してきた。観
察の結果、いずれの遺物においても亀裂の新規発
生や既存亀裂の拡大、割れや反り、収縮等の変形
は確認されず、経年に起因すると判断できる明確
な形状変化はみられない。

図1にNo.14（杵・35.7×8.5×7.5 cm・ツバキ属）、
図2にNo.21（木簡・27.3×3.7×2.23 cm・未同定）
の処理前後および現状の状態を示す。No.14は厚
みのある太い棒状の芯持ち材、No.21は薄い板状
の芯去り材であり、形状、木取り、樹種、含水率
は異なる。しかし、両資料とも保存処理前後およ
び処理後十数年が経過した時点においても、外観
上の変化は確認されず、良好な状態を保っている
ことが分かる。なお、No.14の表面には筋状の亀
裂が観察されるが、これは処理前の段階ですでに
存在していたものであり、保存処理あるいは経年
変化に起因するものではない。

目視観察の結果から、保存処理前後および処理
後約11年を経過した現時点においても、外観形状
に顕著な変形は認められず、外観上は安定した状
態を維持していると評価できる。
4－2．X線透過撮影

X線透過撮影を実施した21点のうち、17点の資
料において亀裂や割れ、局所的な高吸収域などが
認められた。以下に、特徴的な事例として5点

（No.4、No.14、No.17、No.18、No.21） の 状 況 に
ついて、①内部構造の変形、②吸収値の差異（高
吸収域・低吸収域）、③濃淡分布の均質性の結果
について述べる。

まず亀裂や歪みなどの内部構造の変形について
みると、No.14（杵）およびNo.21（木簡）では、
外観上は顕著な形状変化が認められないにもかか
わらず、内部には多数の亀裂および割れを確認し
た（図3・4）。これらの亀裂は木材の軸方向およ
び接線方向の双方に分布し、資料中央部付近に集
中する傾向がみられる。軸方向の亀裂の一部は資
料表面にも達しているのに対し、接線方向の亀裂
は表面に現れていないものが多い。また、No.17（鋤
未成品）では、外観上は良好な状態を保っている
にもかかわらず、内部には幅のある接線方向の亀
裂が多数確認され、顕著な内部変形が生じている
ことが明らかとなった（図7）。No.4（鞍橋）およ
びNo.18（農具未成品）においても同様に、軸方
向および接線方向の亀裂を確認した（図5・6）。

次に局所的な高吸収域および低吸収域について
みると、No.14やNo.21、さらにNo.4、No.17、No.18
において、軸方向に筋状・線状の高吸収域を確認
した。これらは処理薬剤であるPEGが亀裂内部に
含浸し固化したことによる高吸収域である可能性
が考えられる。このような軸方向に沿った高吸収
域は、No.4、No.17、No.18においてとくに顕著で
ある（図5～7）。一方、接線方向の亀裂には高吸
収域がほとんど認められず、亀裂の方向により高
吸収域の分布に偏りがみられる点が特徴的である。

さらに濃淡分布の均質性・不均質性についてみ
ると、各資料とも内部の濃淡分布は一様ではなく、
不均質な傾向を示している。全体的に資料表層部
では濃い部分（高吸収域）が目立つのに対し、中
心部には淡い部分（低吸収域）が広がる傾向が認
められる。中でも、No.17、No.18、No.21では、
資料の外形に沿うように一層の濃い領域が分布し
ており、表層部における密度の高い層の形成を確
認した（図6・7・4）。

以上のように、X線透過撮影により、外観観察
では把握できない内部構造の変形や密度分布の不
均質性が明らかとなった。亀裂は資料中央部に集
中する傾向があり、亀裂の方向に応じて高吸収域
の分布に偏りがみられた。
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4－3．X線CT撮影
CT撮影の結果、対象とした17点すべてにおいて、

程度の差はあるものの内部に亀裂や空隙が認めら
れた。これらについて、①構造的変形の三次元分
布、②高吸収域・低吸収域の位置関係、③欠損・
空隙および濃淡分布の観点から述べる。

まず、亀裂や歪みなど構造的変形の三次元分布
についてみると、亀裂はX線透過画像で確認した
軸方向および接線方向に加え、CT画像では放射
方向にも顕著に存在することが明らかとなった。
これらの亀裂は資料内部において三次元的に連続
する構造を形成しており、多くの資料において中
央部付近で著しく発達する傾向が認められる。一
方、資料の表層部や端部付近では亀裂の幅は比較
的小さく、分布も疎である傾向がみられ、外観上
顕著な変形が認められない要因の一つと考えられ
る。

No.14では、軸方向および接線方向の亀裂が資
料中央部で顕著に発達し、接線方向の亀裂は資料
の両端部付近を除きほぼ全域に分布する（図8）。
また横断面では、樹芯付近から外側に向かって放
射状に亀裂が広がっている。放射方向の亀裂は木
繊維が裂けるような状態を示し、乾燥時の変形・
収縮に伴う割れと類似した特徴を有する。

No.21では、X線透過画像では視認できなかっ
た微細な亀裂がCTにより明瞭化し、軸方向に加
えて接線方向にも分布することを確認した（図9）。

一方、No.18では、資料内部に大規模な亀裂が
認められ、その長さは資料断面の半分程度にまで
達している（図12）。これらの亀裂は放射方向お
よび軸方向に顕著であるが、接線方向にも分布し
ており、三方向にわたる亀裂が相互に連結するこ
とで資料内部に大きな空隙を形成している。なお、
これらの亀裂および空隙はX線透過画像において
も存在は確認されていたものの、その規模や三次
元的な連続性については十分に把握することがで
きず、CT撮影によって初めて明らかとなった。

次に、局所的な高吸収域（高密度部）および低
吸収域（低密度部）の位置関係についてみると、
高吸収域は主に資料表面（外形）付近、亀裂内部、
ならびに大きな亀裂の周辺部において確認した。

No.14およびNo.18では、縦断面・横断面のいず
れにおいても、資料表面付近に沿って薄く一層の
高吸収域が分布することが認められる（図8・12）。
No.21では、縦断面において軸方向に沿って複数
の高吸収域が確認され、横断面においても亀裂内

部を充填するように高吸収域が分布している（図
9）。一方、No.18では、亀裂内部そのものには明
瞭な高吸収域は認められず、むしろ亀裂を取り囲
む周辺部に高吸収域が分布している（図12）。

さらに、欠損や空隙および処理薬剤による濃淡
分布についてみると、資料ごとに差異は認められ
るものの、全体としては表層部ほど濃く、中央部
に向かうにつれて淡くなる傾向を確認した。

No.14では、資料中央部の亀裂が生じている箇
所において、縦断面の画像上で周囲よりも淡い領
域が認められる（図8）。No.18では、前述のとお
り資料中心部に大規模な亀裂が存在し、その周辺
に高吸収域が分布することから、濃淡分布は不均
一であるが、中央部付近に淡い領域がより多く存
在するようにみえる（図12）。また、No.21では年
輪に対応して濃淡が明瞭に分かれており、これは
早材と晩材の密度差を反映したものと考えられる。

5．考察
FD法により保存処理を行なった木質遺物につ

いて、処理後約12年を経過した時点における状態
を、外観観察、X線透過撮影およびX線CT撮影に
より評価した。

外観観察の結果、形状変化が確認された資料は
1点のみであり、処理前後および処理後の保管期
間において、新たな亀裂の発生や収縮、反りなど
の顕著な変形は認められなかった。資料は処理後
から現在まで温湿度を管理した収蔵環境（20～
23℃、50～55％RH）で保管されてきたことから、
外観形状に関しては長期間にわたり安定した状態
が維持されていると評価できる。

一方で、X線透過撮影およびX線CT撮影の結果、
ほぼすべての資料において、程度の差はあるもの
の資料内部に亀裂や割れなどの空隙が存在するこ
とを確認した。亀裂の一部はX線透過画像におい
ても視認可能であったが、CT撮影では、X線透
過画像では判別できなかった微細な亀裂や、より
多数の割れの存在が明瞭に把握された。さらに、
亀裂の幅や規模、三次元的な分布状況については、
CT撮影によって初めて詳細が明らかとなった。

CT撮影により確認した亀裂には、内部の状態
により大きく二つの状態が認められた。一方は亀
裂内部に高吸収域が集積するものと、他方はそう
した高吸収域を伴わないものである。

この高吸収域は、X線吸収係数の差に起因して
生じるものであり、今回の対象においては処理薬
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剤であるPEGに由来する可能性が高いと考えられ
る。本資料において外部から導入された高密度物
質は基本的にPEGに限定されており、他に顕著な
高吸収を示す要因は想定し難い。埋蔵中の土砂な
どの鉱物粒子が関与する場合には、一般に粒状で
不均一かつ不連続な分布を示すことが多いのに対
し、CT画像の高吸収域は亀裂内部に沿って比較
的均一かつ連続的に分布している。また、上述し
た先行研究においても、CT画像における高吸収
域は含浸薬剤に起因することが指摘されており、
今回観察した高吸収域の特徴はこれらの知見とも
一致する。

では、同一資料内部においてこのような状態の
異なる亀裂がなぜ共存するのか。この点について
は、FD法の処理工程に基づいて検討することで、
その発生時期および要因を推定することが可能と
考える。

FD法による保存処理は、一般に、含浸、凍結、
乾燥（昇華）の各工程を経て進行する（図2）。高
吸収域が集積する亀裂は、処理前の段階ですでに
存在していた亀裂であると考えられる。これらの
亀裂には、PEGの含浸工程においてPEG水溶液が
内部まで浸透し、その状態で凍結・昇華過程を経
ることで、溶媒である水分が除去された後もPEG
がその位置に留まり、結果として亀裂内部に高吸
収域として集積したものと解釈できる。

一方、高吸収域を伴わない亀裂は、含浸工程以
降、凍結あるいは乾燥（昇華）過程において新た
に形成された可能性が考えられる。この種の亀裂
は、発生時点において内部へPEG水溶液が供給さ
れないため、高吸収域が集積せず空隙となったと
解釈できる。

このように、高吸収域の有無による亀裂の状態
差は、処理前の遺物の状態やFD法の処理工程を
反映している可能性があり、亀裂の発生時期や要
因を識別する上で重要な指標となる。

さらに、上述の観点から亀裂の分布と資料の形
状との関係を比較すると、いくつかの傾向が認め
られる。高吸収域を伴う亀裂は資料の表層部に多
く分布し、比較的微細なものが目立つのに対し、
高吸収域を伴わない亀裂は資料中心部に多く分布
し、幅の広い大型の割れとして認められる傾向が
ある。また、資料の形状との関係に着目すると、
小型の資料では高吸収域を伴う亀裂が相対的に多
く分布するのに対し、大型の資料では高吸収域を
伴わない亀裂が多く認められる傾向がある。

ただし、本研究で対象とした資料は、含水率、
樹種、木取りなどの条件が一様ではなく、またX
線透過撮影およびCT撮影も処理後の時点に限定
されており、処理前や処理直後との直接比較を
行っていない。そのため、以上の解釈は現状にお
いて推測の域を出ない点には留意すべきである。
その点を考慮してもなお、CT撮影による結果は、
FD法においてPEGの最終含浸濃度40％という条
件下における資料の形状安定性および内部構造の
特徴の一端を示している可能性がある。特に、ほ
とんどの資料において高吸収域を伴わない新たな
亀裂が比較的多く認められた点は、凍結または乾
燥過程における資料内部の影響や限界を示唆する
ものと考えられる。

木質遺物の保存処理においては、従来から繰り
返し指摘されているとおり、資料ごとの状態（含
水率・樹種・木取りなど）に応じて処理条件を適
切に設定することが重要である。本研究の結果は、
その必要性を改めて裏付けている可能性があり、
今後の処理条件の最適化に向けた基礎的知見とし
て位置付けられる。

6．おわりに
本稿では、FD法により保存処理を行った木質

遺物21点について、処理後約12年を経過した状態
を、外観観察、X線透過撮影およびX線CT撮影に
より評価した。その結果、外観上はいずれの資料
も概ね安定した状態を維持している一方で、内部
には亀裂や空隙といった構造的変化が生じている
ことが明らかとなった。

X線CT撮影の結果、資料内部の亀裂には高吸
収域を伴うものと伴わないものという状態差が認
められ、それぞれの分布や規模、資料形状との関
係においても一定の傾向を確認した。これらの差
異は、FD法の処理工程との対応関係から亀裂の
発生時期を推定する手がかりとなり得るものであ
り、同法における内部変化の形成過程を理解する
上で有効な指標となる可能性を示している。

中でも、対象とした大半の資料において高吸収
域を伴わない亀裂が確認されたことは重要である。
この結果は、画一的な処理条件を資料に適用する
のではなく、含水率や樹種、木取りといった各資
料の状態に応じて処理条件を適切に設定する必要
性を改めて示唆するものである。

一方で、本研究の対象資料はこれらの条件が必
ずしも統一されておらず、得られた結果の解釈に
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は一定の制約が伴う。今後は、処理前および処理
直後を含めた経時的変化の把握に加え、PEG濃度
など処理条件の違いに応じた内部構造の変化につ
いて、X線CTによる比較・検討を進めていくこ
とが課題である。

処理前 処理後
1 壺鐙 FD法 312.2g 139.6g 730% ニシシギ属 29.7×10.3×2.5㎝  ※1 第88図4
2 壺鐙未成品 FD法 491.1g 292.9g 750% ケヤキ 25.2×10.9×10.2㎝  ※2 第166図4
3 壺鐙未成品 FD法 941.1g 421.2g 800% シイ属 13.6×12.9×10.8㎝  ※2 第171図2
4 鞍橋 FD法 713.7g 318.6g 370% コナラ節 20.1×27.9×3.9㎝  ※1 第93図1
5 鞍 FD法 474.6g 237.7g 450% クスノキ科 20.9×31.4×2.9㎝  ※1 第109図2
6 鞍 FD法 1264.9g 847.9g 430% ニレ属 22.7×46.1×4.6㎝  ※1 第109図3
7 鞍 FD法 281.3g 138.7g 530% キブシ 29.9×5.6×4.0㎝  ※2 第166図3
8 鞍 FD法 906.3g 417.0g 650% アカガシ亜属 23.5×43.5×3.7㎝  ※2 第171図1
9 砧 FD法 969.6g 432.9g 540% クスノキ科 35.6×10.5×7.6㎝  ※1 第93図2
10 砧 FD法 917.3g 624.6g 70% イスノキ 28.4×9.9×5.6㎝  ※1 第106図5
11 砧 FD法 701.6g 357.5g 930% サカキ 29.7×7.6×7.7㎝  ※1 第106図6
12 砧 FD法 958.8g 426.5g 490% ツバキ属 33.0×9.1×8.4㎝  ※1 第106図7
13 杵 FD法 503.9g 239.8g 520% ツバキ属 25.0×6.9×6.0㎝  ※1 第107図7
14 杵 FD法 1365.1g 589.6g 560% ツバキ属 35.7×8.5×7.5㎝  ※2 第162図6
15 杵 FD法 914.1g 390.7g 510% アカガシ亜属 27.1×7.4×7.3㎝  ※2 第165図2
16 農具未成品 FD法 1956.1g 888.4g 960% アカガシ亜属 35.5×12.8×5.5㎝  ※1 第90図1
17 農具未成品 FD法 1939.0g 870.8g 690% アカガシ亜属 38.7×23.7×5.6㎝  ※1 第90図2
18 鋤未成品 FD法 837.2g 389.8g 520% アカガシ亜属 27.4×13.2×0.9㎝  ※1 第91図1
19 ねずみ返し FD法 2473.1g - 280% クスノキ科 33.4×23.6×6.5㎝  ※1 第88図1
20 板状器具材 FD法 2250.7g 1058.0g 750% シイ属 39.5×21.1×3.5㎝  ※1 第98図4
21 木簡 FD法 58.6g 29.3g 500% 未同定 27.3×3.7×2.23㎝  ※1 第118図4

法量 備考№ 遺物名 処理方法
重量

樹種
推定

含水率

表1 保存処理遺物一覧

日付 処理工程
2012年11月29日 写真撮影（処理前）
2012年12月3日 樹種同定
2013年7月19日〜 クリーニング・脱色
2013年9月3日〜 薬剤含浸（ポリエチレングリコール20％水溶液）
2013年10月17日〜 薬剤含浸（ポリエチレングリコール40％水溶液）
2013年12月16日〜19日 予備凍結
2013年12月19日〜2014年1月23日 真空凍結
2014年1月24日 表面処理
2014年1月27日 接合
2014年1月28日〜29日 復元（補填・整形・補彩）
2014年3月5日 写真撮影（処理後）

表2 FD 法の保存処理工程

※1「延永ヤヨミ園遺跡 ‐ Ⅳ区Ⅱ ‐ 」 ※2「延永ヤヨミ園遺跡 ‐ Ⅲ区Ⅱ ‐ 」
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図1 外観形状の比較（№14・杵）

図2 外観形状の比較（№21・木簡）
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図3 X線透過画像（№14・杵）

図4 X線透過画像（№21・木簡）
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図5 X線透過画像（№4・鞍橋）

図6 X線透過画像（№17・農具未成品）

図7 X線透過画像（№18・鋤未成品）
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図8 X線CT画像（№14・杵）

図9 X線CT画像（№21・木簡）
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図10 X線CT画像（№4・鞍橋）

図11 X線CT画像（№17・農具未成品）
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図12 X線CT画像（№18・鋤未成品）
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註1　木質遺物（80点）の保存処理は平成24・25
年度の二カ年にわたり外部機関に委託して実施
した。

註2　FD法の処理工程は全ての資料で同じだが処
理期間は個々で若干異なる。表2には№17（農
具未成品）の処理内容を記す。

註3　X線CT撮影は2025年1月～2月に実施した。
註4　処理前（2014年5月）と処理後（2015年3月）

の比較は、処理前後に撮影した写真および遺物
の状態を記録したカルテにより行い、処理後

（2015年3月）と現況（2026年2月）の比較は、
処理後の写真・カルテと実物の資料とで行った。
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